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『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院

づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な

こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。

※ 血液内科は、水曜日は再診のみ※ 血液内科は、水曜日は再診のみ
※ 未熟児フォロー外来、慢性外来、神経外来は医師が交代で担当します。※ 未熟児フォロー外来、慢性外来、神経外来は医師が交代で担当します。
※ 呼吸器外科は、いずれかの医師の診察となります。※ 呼吸器外科は、いずれかの医師の診察となります。
※ 乳腺外来は、原則予約患者のみ。当日急ぐ場合は応相談。※ 乳腺外来は、原則予約患者のみ。当日急ぐ場合は応相談。
※ 形成外科は、第１・第３・第５金曜日は要予約。※ 形成外科は、第１・第３・第５金曜日は要予約。
※ 木村医師の診察は１３時～１６時です。※ 木村医師の診察は１３時～１６時です。

※ 大熊医師・嶋村医師・小笠原医師の診察は１３時３０分～１６時です。※ 大熊医師・嶋村医師・小笠原医師の診察は１３時３０分～１６時です。
※ 毎週火曜日午後及び毎月第３金曜日は是川医師が不在となります。※ 毎週火曜日午後及び毎月第３金曜日は是川医師が不在となります。
※ 毎週水曜日は中島医師が不在になります。※ 毎週水曜日は中島医師が不在になります。
※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。
※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。
※ 耳鼻咽喉科は、水曜日の外来診療は行いません。※ 耳鼻咽喉科は、水曜日の外来診療は行いません。

※ リハビリテーション科は、木曜日午後は藤田医師、松田医師が交代で診※ リハビリテーション科は、木曜日午後は藤田医師、松田医師が交代で診
察、木曜日以外は整形外科医師の診察となります。察、木曜日以外は整形外科医師の診察となります。

※ 女性外来は第１・第３水曜日の午後です。※ 女性外来は第１・第３水曜日の午後です。
※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。

副院長副院長：小田桐　弘毅小田桐　弘毅

午 後

月
加 藤 　 武
渋 谷 剛 一
反 町 悠 也
　 － 　
手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人

気 管 支 鏡
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
澤 谷 　 学
石 黒 　 陽
樋 口 直 樹

太 田 　 健
間 山 　 恒
松 本 敦 史
村 上 　 洋

敦 賀 和 志
岡 本 　 剛

奥 瀬 　 諒

敦 賀 和 志
未熟児フォロー外来

慢性外来/心理検査
柴 田 　 滋
小笠原　宏　一

對馬敬夫/畑中　亮
鈴 木 貴 弘

横 井 克 憲
清 野 翔 太
　 － 　
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
三　浦　日花里

検 査

横　山　美奈子
對 馬 立 人
田 中 幹 二
手術/ 1 2週妊娠健診
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
内 視 鏡 外 来
竹 内 和 成
倉 　 令 奈
中 村 吉 秀
長 沖 隼 英

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

反 町 悠 也
木 村 嘉 宏

石 田 祐 司
手 術 ／ 検 査
石 岡 佳 子
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人

　 － 　
相 原 智 之
五十嵐　崇　徳
佐 竹 美 和
石 黒 　 陽
五十嵐　正　美

間 山 　 恒
太 田 　 健
松 本 敦 史
村 上 　 洋

佐 藤 　 工
杉 本 和 彦

佐 藤 　 工
野　村　由美子

赤 坂 治 枝
堤 　 伸 二

對馬敬夫/畑中　亮
鈴 木 貴 弘
小田桐　弘　毅
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
嶋 村 則 人
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

岩 村 大 径
三　浦　日花里
對 馬 立 人
小 玉 都 萌

手術/超音波外来/婦人科健診外来
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
嚥下内視鏡外来
鎌 田 陽 光
亀 井 敬 太
中 村 吉 秀

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

加 藤 　 武
反 町 悠 也

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之

下　山　亜矢子
田 中 佳 人

千 葉 俊 介 千 葉 俊 介 千 葉 俊 介
気 管 支 鏡
相 原 智 之
松 木 明 彦
澤 谷 　 学
佐 竹 美 和
五十嵐　正　美

　 － 　
間 山 　 恒
松 本 敦 史
村 上 　 洋

佐 藤 　 啓
敦 賀 和 志

乳 幼 児 健 診
予 約 外 来

柴 田 　 滋
堤 　 伸 二

　 － 　
鈴 木 貴 弘

横 井 克 憲
　 － 　
木 村 正 英
　 － 　
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査

手 術

國 井 基 思
小 玉 都 萌
田 中 幹 二
手 術 / 検 査
手 術
手 術

竹 内 和 成
亀 井 敬 太
荒 木 　 亮

荒 木 　 亮 長 沖 隼 英 倉 　 令 奈

検 査
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

加 藤 　 武
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子

　 － 　
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
佐 竹 美 和
石 黒 　 陽
飛 内 優 多

間 山 　 恒
太 田 　 健
松 本 敦 史
村 上 　 洋

佐 藤 　 工
岡 本 　 剛
木 元 　 建

杉 本 和 彦
神 経 外 来
慢 性 外 来
赤 坂 治 枝
須　藤　亜希子

對馬敬夫/畑中　亮
鈴 木 貴 弘

　 － 　 　 － 　
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
小笠原　ゆかり
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

三　浦　日花里
岩 村 大 径

妊 婦 健 診

蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
三 橋 友 里
ＣＰＡＰ外来（第1・3週）
荒 木 　 亮
亀 井 敬 太
中 村 吉 秀

藤田彩香/松田尚也
手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐
小林　恒（隔週）

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

花 田 賢 二
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
千 葉 俊 介
　 － 　
相 原 智 之
樋 口 直 樹
飛 内 優 多

高畑武功（隔週）

石 黒 　 陽
五十嵐　正　美

太 田 　 健
　 － 　
松 本 敦 史
村 上 　 洋

　 － 　 　 － 　 　 － 　 甲 状 腺 エ コ ー 　 － 　
杉 本 和 彦
佐 藤 　 啓
奥 瀬 　 諒

佐 藤 　 啓
神経外来（第 3）
慢 性 外 来
柴 田 　 滋
　 － 　

手 術 手 術 手 術 手 術 手 術
對馬敬夫/畑中　亮
鈴 木 貴 弘
阿 部 純 弓
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
大 熊 洋 揮
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
岩 村 大 径

検 査

横　山　美奈子
國 井 基 思

手 術
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
嚥下内視鏡外来
竹 内 和 成
倉 　 令 奈
鎌 田 陽 光
長 沖 隼 英

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

火 水 木 金診 療 科
循 環 器 内 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

血 液 内 科

小 児 科

消 化 器 外 科

乳 腺 外 科
呼 吸 器 外 科

形 成 外 科
脳 神 経 内 科

眼 科

救 急 科

脳 神 経 外 科

糖尿病・内分泌内科

区 分
午 前

不整脈外来（午後）
午 後
午 前

検 査

検 査

午 後

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科 口 腔 外 科

放 射 線 科

整 形 外 科 ・
リハビリテーション科

午 前
午 後

午 前

午 前

午 後
午 前

午 後
午 前

午 後
午 前

午 前

午 前

午 前

治 療
画 像 診 断
（ 午 前 ） 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合

井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵
梅 村 芳 史 坂 下 仁 菜 佐々木　美　穂辰　尾　宗一郎

画 像 診 断
（ 午 後 ） 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合

井 村 瑞 葵
藤 田 大 真松 橋 周 一

井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵
工 藤 珠 星

リハビリテーション科

午 前

午 後

午 後

午 後

午 後

午 後

　あの東日本大震災の翌年に弘前大学病院から来て 1２年となります。それまで国立

弘前病院になかった乳がんの専門診療科「乳腺外科」を一人で立ち上げるために参り

ました。途中、櫻庭先生（現：臨床検査科）が手伝ってくれた時期もあり、また、最

後の２年は鈴木君、阿部君が頑張ってくれましたが、在籍期間の大半は全く医者一人

で外来、手術（執刀約 730 例）、当直（輪番まで）を必死にやりました。乳腺診療で

はさまざまな病気の方を治すこともでき、この地域にある程度貢献できたと自負して

います。

　ただ、その間には別の試練が待っていました。来て３年目に整形外科の柿崎副院長

がやめ、軽い気持ちでそのあとを引き受けてしまいました。実は病院には運営やその他、さまざまな問題

を担う大小の委員会がたくさんありますが、当院ではほかの病院と違い、副院長がそのほとんど（20 以上）

の責任者（委員長）を担当していました。なかでも大きなものは「医療安全」、「院内感染」で、十分な知識・

問題対応能力が必要になります。その分野については知識が全然なかったため早く身に着ける何かいい方

法はないかと探していたところ、それらを集中的に勉強する「ASUISHI」プロジェクトというのが名古屋

大学で始まると知り、すぐに申請して第 1 期生として参加しました。そこではこれまで医学部で経験した

ことのない、まさに目からうろこが落ちる体験をすることができました。しかし勉強のかいもなく、その

後の弘前病院での現実では、患者さん・家族から「うまくいかなかったのは病院のせいではないか」と怒

られ、主治医に代わって謝ったことも数知れません。それに加えて、病院では毎日のように会議だらけに

なりました。周囲からは在籍中に診療や研究でもっといろいろできたのではないかと思われているかもし

れませんが、私の能力・体力・メンタルではこれで精一杯でした。後進にバトンを渡します。

　次に国立と市立の統合について。弘前病院は 1897 年の衛戍病院、1936 年陸軍病院から 1945 年国立病院

となった病院。かたや厚生連津軽病院からの経営移譲で 1958 年弘前市国民保険津軽病院、1971 年弘前市

立病院。どちらも歴史のある二つの病院がほぼ半世紀の時間を超えて一つになるわけです。国の事業（地

域医療構想）でもあり、市民の期待・注目の大イベント。ここでも実務的な主要委員会二つを担当しまし

たが、かなり大変でした。事務方を含めてこのような病院合併の経験者がおらず、右も左もわからない白

紙状態から始まったため、ずーっと綱渡りが続きました。様々なことがありましたが、新病院をなんとか

予定した期日にスタート。駐車場問題など、患者さん達にはかなりご迷惑をおかけしました。この場を借

りてお詫び申し上げます。

　当院も新中核病院となり 2 年経ちました。建物などのハード面の目新しさにも患者さん、職員みなさん

馴染んできて、少しずつ落ち着いてきたところです。

　「弘前総合医療センターはいい病院？」ある生成 AI に聞きました。

　「口コミからは、大きな病院でしっかりした先生が多く、安心感があるとの意見があります。ただし、

混雑していることもあるようです。（総合的な評価は個人差があります）」

　マンパワーやソフト面が一層充実して、本来求められている病院機能が早く実現されることを願ってい

ます。若く、すばらしい理想を持った医師も増えてきているので、期待しています。

　昨年度の冬は今年と違って大雪でした。私も車で通勤していますが、ある朝、駐車場で深い雪のためス

タックしてしまいました。困り果てていたところ、歩いて通勤してきた看護師さんたち４～５人が「そーれ、

そーれ」と力を合わせて押してくれ、それまでぜんぜん動かせなかった車がスーッと動きました。ほんと

うに助かりました。そのあとすぐ、みんなさわやかな笑顔で立ち去って仕事に向かっていきました。天使

でした。「あんな、明るく優しい看護師さんたちがいる弘前総合医療センターは最高。将来私が患者とし

て治療を受けるときは、必ずここに来よう」と心の中でつぶやきました。

　 － 　

木 元 　 建
心 理 検 査

岡 本 　 剛

　 － 　 　 － 　 　 － 　

杉　本　菜穂子
齋藤絢介/陳　豫特殊外来（予約） 女性専用外来

セカンドオピニオン



院内コンサート再開！　『弘前聖愛高校によるクリスマスキャロリング開催』院内コンサート再開！　『弘前聖愛高校によるクリスマスキャロリング開催』院内コンサート再開！　『弘前聖愛高校によるクリスマスキャロリング開催』院内コンサート再開！　『弘前聖愛高校によるクリスマスキャロリング開催』院内コンサート再開！　『弘前聖愛高校によるクリスマスキャロリング開催』院内コンサート再開！　『弘前聖愛高校によるクリスマスキャロリング開催』

医療安全管理係長医療安全管理係長：成田　直子成田　直子

医療安全相互チェックを終えて医療安全相互チェックを終えて医療安全相互チェックを終えて医療安全相互チェックを終えて医療安全相互チェックを終えて医療安全相互チェックを終えて
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　コロナ禍においては、面会に規制を設ける等患者及びご家族の方にはご理解ご協力を賜りました。５類

以降後は徐々に面会の規制を緩和してきているところです。

　院内コンサートもコロナ禍は中止していましたが、患者からのご要望もあり再開を決定しました。

　再開第１段は弘前聖愛高校にお願いすることになり、早速連絡をしました。しかし、弘前聖愛高校は年

末になると市内各所から引っ張りだこで唯一１２月１５日であればということでお引き受けいただきました。

　久しぶりの開催で、会場の外来ホールに患者さんが集まるか不安でしたが、気づくと用意した席はいっ

ぱいになり、立ち見も含め 100 名程の観客となっていました。

　「クリスマスキャロリング」が始まり、讃美歌を含めた５曲を総勢４０名が歌い上げてくれました。患

者や職員は高校生の歌声に耳を傾け、歌い終わるごとに大きな拍手を送っていました。短い時間でしたが、

患者と職員は癒しのひとときを過ごすことが出来ました。これをきっかけに、患者さんに喜んでもらえる

イベントを今後も開催していきたいと思います。

　3 月 8 日、69 回生 43 名の卒業式が挙行されました。来賓の方々、ご家族、在校生に祝福されて卒業を

迎えることができました。

　大熊学校長より卒業証書を授与され、「看護師を志した時の奉仕の精神と、憧れの職業に就ける喜びの

気持ちを忘れず、一人でも多くの患者さんの支えになってくれることを期待する」とのお言葉を頂きました。

　コロナ禍で行事が中止、縮小となったこともあり、思い描いていた学校生活ではなかったかもしれませ

ん。しかし、与えられた状況に適応し、3

年間を全うした経験は学生の力になって

いると思います。これからそれぞれの道

を歩んでいくことになりますが、看護学

校での学びを活かし、どんな場面にもし

なやかに対応できる看護師になることを

期待しています。

研修医便り

管理課管理課：中嶋　勝信中嶋　勝信

　今年度、新病院となり初めて、国立病院機構の医療安全相互チェックを実施しました。国立病院機構の

医療安全相互チェックは、京都医療センター、鹿児島医療センターと連携し、医療安全相互チェックシー

トを用いてオンラインによるテーマを絞ったディスカッションを実施しました。

　また、医療安全対策地域加算 1 の医療施設の医療安全相互チェックとしては、黒石病院とときわ会病院

に訪問し、チェックシート項目が一つ一つチェックされ、各部門では細かい質疑応答が繰り返されました。

　医療安全相互チェックは、それぞれ自院及び他の病院

が評価することで課題が明確となるばかりでなく、良い

取り組みを吸収することが出来、さらに、連携している

病院全体での医療安全の向上を図ると共に医療の質向上

にもつながります。また、指摘すること、されることによっ

て医療安全に対する意識も、連携体制も一層強くなりま

した。

　研修医 2年目の野宮梨沙と申します。早いことで研修医生活も終わりを迎えようとしています。

　私事で大変恐縮ですが、2023 年６月に全身麻酔下に手術しました。もちろん患者側としてです。人生で

初めての入院・手術で、周囲には隠していましたがとても不安で夜ひとりで泣いたこともありました。で

すが、想像していたよりも快適な入院生活を送ることができました。それは、医師や看護師さんの手厚い

ケアはもちろんのこと、清掃員さんなどの非医療従事者の方の協力があったからです。研修医として働い

ていると意外と盲点でしたが、自分が毎日気持ちよく診療にあたれているのは、病院内で働くすべてのス

タッフのおかげであると再度確認するいい機会になったと感じております。今回の学びを胸に精一杯励ん

でいく所存です。 臨床研修医：野宮　梨沙臨床研修医：野宮　梨沙

　平素よりお世話になっております、研修医2年目の長尾です。気づけば初期臨床研修も終盤に差し掛かり、

時の流れの速さに驚くばかりです。来年度以降は放射線治療科として勤務する予定です。放射線治療を通し、

今までお世話になった先生方のお役に立てたらと考えております。折角なので、マイブームであるクラフ

トビールについて書きます。米国では「小規模で独立している、伝統的であるもの」がクラフトビールの

定義とされているようで、県内各地でも醸造所が増加しつつあります。クラフトビールの魅力は、地域の

食材を用いることで独自性を生み出すことができる点、既存のビールの概念に捉われない味を体感できる

点だと私は考えています。皆さんも、お気に入りの一杯を探してみてはいかがでしょうか。

臨床研修医：長尾　浩平臨床研修医：長尾　浩平

　皆様こんにちは。研修医 2 年目の盛田と申します。臨床研修が始まり、様々な学びを得ながら日々勤務

しておりましたが、気がつけば間もなく終盤という時期となってしまいました。

　そんな中、私事ではありますが、減量のため夜ウォーキングを始めました。ChatGPT によると、ウォー

キングには減量効果の他にも、ストレス軽減や社交性向上といったさまざまな利点があるようです。 幾度

と車で通った道であっても、路地奥の小さなお店や、謎の建物を見つけたりと、新鮮な気分になりますし、

何よりこの季節は夜風が心地よくおすすめです。( 諸事情で歩けない方は TV 番組『世界ふれあい街歩き』

をおすすめします )

　さて、これまでを振り返るとあっという間でした。日々の忙しさに翻弄され、駆け足で研修を過ごした

こともありました。残りの期間は、少しは歩くことを許し、今後に向けてコツコツと学びを積み重ねてい

きたいと思います。今後とも、ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。
臨床研修医：盛田　宏紀臨床研修医：盛田　宏紀
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まほろば

生命と人権を尊重し、良質かつ適切な医療を行います。

まほろば
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独立行政法人国立病院機構
Hirosaki General Medical Center 弘前総合医療センター弘前総合医療センター

お知らせ

患者相談窓口

編集委員会より

HirosakiGeneral MedicalCenter

HirosakiGeneral MedicalCenter

退任のご挨拶退任のご挨拶退任のご挨拶退任のご挨拶退任のご挨拶

田 中 円 葵 広 瀬 / 佐 藤 田 中 円 葵

◆外来医師診療一覧表 (令和６年４月１日～)

〒036-8545　弘前市大字富野町１番地
ＴＥＬ０１７２－３２－４３１１
ＦＡＸ０１７２－３３－８６１４
ＵＲＬ https://hirosaki.hosp.go.jp/

発行元

責任者：副院長　小田桐　弘　毅

『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院

づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な

こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。

※ 血液内科は、水曜日は再診のみ※ 血液内科は、水曜日は再診のみ
※ 未熟児フォロー外来、慢性外来、神経外来は医師が交代で担当します。※ 未熟児フォロー外来、慢性外来、神経外来は医師が交代で担当します。
※ 呼吸器外科は、いずれかの医師の診察となります。※ 呼吸器外科は、いずれかの医師の診察となります。
※ 乳腺外来は、原則予約患者のみ。当日急ぐ場合は応相談。※ 乳腺外来は、原則予約患者のみ。当日急ぐ場合は応相談。
※ 形成外科は、第１・第３・第５金曜日は要予約。※ 形成外科は、第１・第３・第５金曜日は要予約。
※ 木村医師の診察は１３時～１６時です。※ 木村医師の診察は１３時～１６時です。

※ 大熊医師・嶋村医師・小笠原医師の診察は１３時３０分～１６時です。※ 大熊医師・嶋村医師・小笠原医師の診察は１３時３０分～１６時です。
※ 毎週火曜日午後及び毎月第３金曜日は是川医師が不在となります。※ 毎週火曜日午後及び毎月第３金曜日は是川医師が不在となります。
※ 毎週水曜日は中島医師が不在になります。※ 毎週水曜日は中島医師が不在になります。
※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。※ 産褥健診は１１時３０分～１２時です。
※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。※ 眼科の診察は９時３０分からとなります。
※ 耳鼻咽喉科は、水曜日の外来診療は行いません。※ 耳鼻咽喉科は、水曜日の外来診療は行いません。

※ リハビリテーション科は、木曜日午後は藤田医師、松田医師が交代で診※ リハビリテーション科は、木曜日午後は藤田医師、松田医師が交代で診
察、木曜日以外は整形外科医師の診察となります。察、木曜日以外は整形外科医師の診察となります。

※ 女性外来は第１・第３水曜日の午後です。※ 女性外来は第１・第３水曜日の午後です。
※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。※ セカンドオピニオン外来は第２・第４木曜日の１４時～１６時です。

副院長副院長：小田桐　弘毅小田桐　弘毅

午 後

月
加 藤 　 武
渋 谷 剛 一
反 町 悠 也
　 － 　
手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人

気 管 支 鏡
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
澤 谷 　 学
石 黒 　 陽
樋 口 直 樹

太 田 　 健
間 山 　 恒
松 本 敦 史
村 上 　 洋

敦 賀 和 志
岡 本 　 剛

奥 瀬 　 諒

敦 賀 和 志
未熟児フォロー外来

慢性外来/心理検査
柴 田 　 滋
小笠原　宏　一

對馬敬夫/畑中　亮
鈴 木 貴 弘

横 井 克 憲
清 野 翔 太
　 － 　
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
三　浦　日花里

検 査

横　山　美奈子
對 馬 立 人
田 中 幹 二
手術/ 1 2週妊娠健診
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
内 視 鏡 外 来
竹 内 和 成
倉 　 令 奈
中 村 吉 秀
長 沖 隼 英

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

反 町 悠 也
木 村 嘉 宏

石 田 祐 司
手 術 ／ 検 査
石 岡 佳 子
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人

　 － 　
相 原 智 之
五十嵐　崇　徳
佐 竹 美 和
石 黒 　 陽
五十嵐　正　美

間 山 　 恒
太 田 　 健
松 本 敦 史
村 上 　 洋

佐 藤 　 工
杉 本 和 彦

佐 藤 　 工
野　村　由美子

赤 坂 治 枝
堤 　 伸 二

對馬敬夫/畑中　亮
鈴 木 貴 弘
小田桐　弘　毅
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
嶋 村 則 人
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

岩 村 大 径
三　浦　日花里
對 馬 立 人
小 玉 都 萌

手術/超音波外来/婦人科健診外来
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
嚥下内視鏡外来
鎌 田 陽 光
亀 井 敬 太
中 村 吉 秀

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

加 藤 　 武
反 町 悠 也

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之

下　山　亜矢子
田 中 佳 人

千 葉 俊 介 千 葉 俊 介 千 葉 俊 介
気 管 支 鏡
相 原 智 之
松 木 明 彦
澤 谷 　 学
佐 竹 美 和
五十嵐　正　美

　 － 　
間 山 　 恒
松 本 敦 史
村 上 　 洋

佐 藤 　 啓
敦 賀 和 志

乳 幼 児 健 診
予 約 外 来

柴 田 　 滋
堤 　 伸 二

　 － 　
鈴 木 貴 弘

横 井 克 憲
　 － 　
木 村 正 英
　 － 　
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査

手 術

國 井 基 思
小 玉 都 萌
田 中 幹 二
手 術 / 検 査
手 術
手 術

竹 内 和 成
亀 井 敬 太
荒 木 　 亮

荒 木 　 亮 長 沖 隼 英 倉 　 令 奈

検 査
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

加 藤 　 武
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子

　 － 　
松 木 明 彦
五十嵐　崇　徳
佐 竹 美 和
石 黒 　 陽
飛 内 優 多

間 山 　 恒
太 田 　 健
松 本 敦 史
村 上 　 洋

佐 藤 　 工
岡 本 　 剛
木 元 　 建

杉 本 和 彦
神 経 外 来
慢 性 外 来
赤 坂 治 枝
須　藤　亜希子

對馬敬夫/畑中　亮
鈴 木 貴 弘

　 － 　 　 － 　
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
小笠原　ゆかり
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
検 査

三　浦　日花里
岩 村 大 径

妊 婦 健 診

蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
三 橋 友 里
ＣＰＡＰ外来（第1・3週）
荒 木 　 亮
亀 井 敬 太
中 村 吉 秀

藤田彩香/松田尚也
手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐
小林　恒（隔週）

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

花 田 賢 二
木 村 嘉 宏

手 術 ／ 検 査
中 川 英 之
山 本 勝 丸
下　山　亜矢子
田 中 佳 人
千 葉 俊 介
　 － 　
相 原 智 之
樋 口 直 樹
飛 内 優 多

高畑武功（隔週）

石 黒 　 陽
五十嵐　正　美

太 田 　 健
　 － 　
松 本 敦 史
村 上 　 洋

　 － 　 　 － 　 　 － 　 甲 状 腺 エ コ ー 　 － 　
杉 本 和 彦
佐 藤 　 啓
奥 瀬 　 諒

佐 藤 　 啓
神経外来（第 3）
慢 性 外 来
柴 田 　 滋
　 － 　

手 術 手 術 手 術 手 術 手 術
對馬敬夫/畑中　亮
鈴 木 貴 弘
阿 部 純 弓
横 井 克 憲
清 野 祐 輔
大 熊 洋 揮
中 島 康 爾
是　川　あゆ美
手 術 / 検 査
岩 村 大 径

検 査

横　山　美奈子
國 井 基 思

手 術
蒔 苗 順 義
西 澤 尚 徳
藤 田 友 晴
嚥下内視鏡外来
竹 内 和 成
倉 　 令 奈
鎌 田 陽 光
長 沖 隼 英

手 術
入 江 　 仁
三 村 真 祐

佐々木　幸　雄

佐々木　幸　雄

火 水 木 金診 療 科
循 環 器 内 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

血 液 内 科

小 児 科

消 化 器 外 科

乳 腺 外 科
呼 吸 器 外 科

形 成 外 科
脳 神 経 内 科

眼 科

救 急 科

脳 神 経 外 科

糖尿病・内分泌内科

区 分
午 前

不整脈外来（午後）
午 後
午 前

検 査

検 査

午 後

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

耳 鼻 咽 喉 科

歯 科 口 腔 外 科

放 射 線 科

整 形 外 科 ・
リハビリテーション科

午 前
午 後

午 前

午 前

午 後
午 前

午 後
午 前

午 後
午 前

午 前

午 前

午 前

治 療
画 像 診 断
（ 午 前 ） 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合

井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵
梅 村 芳 史 坂 下 仁 菜 佐々木　美　穂辰　尾　宗一郎

画 像 診 断
（ 午 後 ） 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合 辰　尾　小百合

井 村 瑞 葵
藤 田 大 真松 橋 周 一

井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵井 村 瑞 葵 井 村 瑞 葵
工 藤 珠 星

リハビリテーション科

午 前

午 後

午 後

午 後

午 後

午 後

　あの東日本大震災の翌年に弘前大学病院から来て 1２年となります。それまで国立

弘前病院になかった乳がんの専門診療科「乳腺外科」を一人で立ち上げるために参り

ました。途中、櫻庭先生（現：臨床検査科）が手伝ってくれた時期もあり、また、最

後の２年は鈴木君、阿部君が頑張ってくれましたが、在籍期間の大半は全く医者一人

で外来、手術（執刀約 730 例）、当直（輪番まで）を必死にやりました。乳腺診療で

はさまざまな病気の方を治すこともでき、この地域にある程度貢献できたと自負して

います。

　ただ、その間には別の試練が待っていました。来て３年目に整形外科の柿崎副院長

がやめ、軽い気持ちでそのあとを引き受けてしまいました。実は病院には運営やその他、さまざまな問題

を担う大小の委員会がたくさんありますが、当院ではほかの病院と違い、副院長がそのほとんど（20 以上）

の責任者（委員長）を担当していました。なかでも大きなものは「医療安全」、「院内感染」で、十分な知識・

問題対応能力が必要になります。その分野については知識が全然なかったため早く身に着ける何かいい方

法はないかと探していたところ、それらを集中的に勉強する「ASUISHI」プロジェクトというのが名古屋

大学で始まると知り、すぐに申請して第 1 期生として参加しました。そこではこれまで医学部で経験した

ことのない、まさに目からうろこが落ちる体験をすることができました。しかし勉強のかいもなく、その

後の弘前病院での現実では、患者さん・家族から「うまくいかなかったのは病院のせいではないか」と怒

られ、主治医に代わって謝ったことも数知れません。それに加えて、病院では毎日のように会議だらけに

なりました。周囲からは在籍中に診療や研究でもっといろいろできたのではないかと思われているかもし

れませんが、私の能力・体力・メンタルではこれで精一杯でした。後進にバトンを渡します。

　次に国立と市立の統合について。弘前病院は 1897 年の衛戍病院、1936 年陸軍病院から 1945 年国立病院

となった病院。かたや厚生連津軽病院からの経営移譲で 1958 年弘前市国民保険津軽病院、1971 年弘前市

立病院。どちらも歴史のある二つの病院がほぼ半世紀の時間を超えて一つになるわけです。国の事業（地

域医療構想）でもあり、市民の期待・注目の大イベント。ここでも実務的な主要委員会二つを担当しまし

たが、かなり大変でした。事務方を含めてこのような病院合併の経験者がおらず、右も左もわからない白

紙状態から始まったため、ずーっと綱渡りが続きました。様々なことがありましたが、新病院をなんとか

予定した期日にスタート。駐車場問題など、患者さん達にはかなりご迷惑をおかけしました。この場を借

りてお詫び申し上げます。

　当院も新中核病院となり 2 年経ちました。建物などのハード面の目新しさにも患者さん、職員みなさん

馴染んできて、少しずつ落ち着いてきたところです。

　「弘前総合医療センターはいい病院？」ある生成 AI に聞きました。

　「口コミからは、大きな病院でしっかりした先生が多く、安心感があるとの意見があります。ただし、

混雑していることもあるようです。（総合的な評価は個人差があります）」

　マンパワーやソフト面が一層充実して、本来求められている病院機能が早く実現されることを願ってい

ます。若く、すばらしい理想を持った医師も増えてきているので、期待しています。

　昨年度の冬は今年と違って大雪でした。私も車で通勤していますが、ある朝、駐車場で深い雪のためス

タックしてしまいました。困り果てていたところ、歩いて通勤してきた看護師さんたち４～５人が「そーれ、

そーれ」と力を合わせて押してくれ、それまでぜんぜん動かせなかった車がスーッと動きました。ほんと

うに助かりました。そのあとすぐ、みんなさわやかな笑顔で立ち去って仕事に向かっていきました。天使

でした。「あんな、明るく優しい看護師さんたちがいる弘前総合医療センターは最高。将来私が患者とし

て治療を受けるときは、必ずここに来よう」と心の中でつぶやきました。

　 － 　

木 元 　 建
心 理 検 査

岡 本 　 剛

　 － 　 　 － 　 　 － 　

杉　本　菜穂子
齋藤絢介/陳　豫特殊外来（予約） 女性専用外来

セカンドオピニオン


